
は じ め に

別子銅山は，１６９１（元禄４）年から１９７３（昭和４８）年

までの２８３年間稼行し，６５万 t もの銅を産出した日本屈

指の銅山である．現在，採掘していた当時の施設はほと

んど取り壊されているが，残存している施設等は，別子

銅山の歴史を物語る貴重な実物資料といえる．散逸が進

みがちな産業遺産（１）の分野であるがゆえに，現時点で

の遺産の残存状況を記録しておく必要があると考え，調

査を開始した．今回は，新居浜市端出場周辺を取り上げ，

文献調査及び聞き取り調査をもとに，現地調査を行った

のでここに報告する．

調 査 地 の 概 要

新居浜市内の国道１１号から，国領川沿いに走っている

主要地方道，新居浜別子山線を南へ約５�進んだところ
に，端出場という地域がある（図１）．ここは，昭和５

年から昭和４８年まで，別子銅山の採鉱本部（２）が置かれ

た場所である．それまで採鉱本部が置かれていたのは，

海抜約７６０m東平という地域であったが，採掘が年々下

部鉱床へと移行するに従い，採掘した鉱石を集めるのも，

より低い所にする方が都合がよくなった．そして，昭和

５年５月，別子の採鉱本部が東平から海抜約１５６mの端

出場に移された（３）．昭和５年までの出鉱状況の移り変

わり（表１）でも，大正末期から採鉱の中心が８番坑道

水準以下の下部に移行し，下部（９番～１５番）の出鉱量

が１９１８年の３７％から１９３０年の８７％へと上昇しているのが

明らかである（４）（図２）．この端出場に採鉱本部があっ

た当時は，２０分毎に瀬戸内バスの便があり，１日３交替

の８時間勤務で，２，２００人の人々が交替で入・出坑して

いた（５）．ここでは，採鉱本部事務所や貯鉱庫，選鉱場，

索道停車場，端出場駅，電車庫，修理工場，配給所，病

院，郵便局，集会所，浴場，社宅，学校などの施設が集

まり，多くの人が銅山で働き，銅山とともに生活をして

いた（写真１・２・３）．

現在は，当時の施設はほとんど撤去され，観光施設マ

イントピア別子が建てられている（写真４）．平成３年

に完成したこの施設は，鉱山鉄道跡や坑道跡を利用した

観光施設で，毎日多くの観光客で賑わっている．今回は，

この端出場を中心として下部鉄道廃線跡及び鹿森，打除

を含む範囲（図３）を調査の対象地域として取り上げた．

調 査 結 果

１ 産業関連

貯鉱庫

現在，端出場の図４－１地点に，貯鉱庫の跡が残って

いる（写真５）．高さ約１５m・横幅約３５mの巨大な貯鉱

庫には，かつて大量の鉱石が坑内から運びだされ，ここ

に貯められていた．貯鉱庫の上をちょうどダンピングカ

ー（６）が通るようになっていて，この上で鉱石が入って

いる箱の扉が開き，鉱石が貯鉱庫に落ちて貯まってい

た（７）．この端出場にはじめて選鉱場ができたのは，大

正８年の２月である（８）．仮の手選鉱場ではあったが，
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別子銅山産業遺産の残存状況について～新居浜市端出場周辺～

図１ 調査地域 国土地理院発行１／５０，０００地形図「新居浜」より作成
図中の枠線は，図３の範囲を示す
図中の点は，東平の位置を示す
図中の太線は，下部鉄道廃線跡調査地域を示す
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坑 道

各坑道の出鉱量（千トン）及び上部・下部の比較（%）

１９１８（大正７）年 １９２０（大正９）年 １９２７（昭和２）年 １９３０（昭和５）年

坑道別 計 比率 坑道別 計 比率 坑道別 計 比率 坑道別 計 比率

上

部

１～３ ２８．４

２０７．９ ６３％

２４．６

１７５．４ ５５％

２０．４

９４．８ ２５％
２５．０

５１．０ １３％
４ ４３．７ ２８．０ －

５～６ ９４．５ ８４．７ ２９．４

７ ４１．３ ３８．１ ４５．０ ２６．０

下

部

９ ４８．０

１２３．６ ３７％

３６．８

１４５．５ ４５％

６０．６

２８５．２ ７５％

２８．０

３３５．０ ８７％

１０ ５６．２ ５２．９ ５８．４ ４３．０

１１ １９．１ ５３．１ ６４．８ ５７．０

１２ － － ６９．０ ７８．０

１３ － － ２０．４ ６９．０

１４～１５ ０．３ ２．７ １２．０ ６０．０

計 ３３１．６ 同左 １００％ ３２１．０ 同左 １００％ ３８０．０ 同左 １００％ ３８６．０ 同左 １００％
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図２ 別子本山坑内図（昭和初期）住友別子鉱山史下巻 p１６４坑内図より作成

表１ 出鉱状況の移り変わり
（大正７年～昭和５年）武田晴人（１９８７）：日本産銅業史，（財）東京大学出版会，東京．p２６９より作成
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